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論 文 内 容 の 要 旨

本論文は ｢白ろう病｣の原因とみられる振動機械の一つであるチエンソーについて,労働の安全確保の

ため,その振動値および騒音について実験的に調査し,作業規制のための基準について研究したもので,

振動と騒音の2編,10章よりなっている｡

振動編では2サイクルガソリンエンジンの振動を力学的に考察し,その振動測定法を検討し,-ンドル

部の振動レベルの変動域を空転時および木材切削時の諸条件の相異との関係において確かめ,作業者に対

する振動暴露量が最低になる木材切削方法を示した｡また,局所振動の許容基準の現状を検討し,チ二ン

ソー振動の規制基準案を示し,作業規制の目途を明らかにした｡さらに,チエンソー振動の減衰対策を検

討し,グリップカット型防振架台への指針と改善案などを示したうえ,現状における防振対策の限界を推

定した｡

騒音編では玉切り姿勢にある作業者の右耳の位置における騒音レベルの,空転時と木材切削時における

諸条件の違いに伴う変動域を確かめ,許容基準の考察に基づき,騒音に関する作業規制基準を示した｡そ

の上で,必要な騒音減衰方法を検討し,消音器によるチエンソー騒音減衰の限界を推定した結果,作業の

規制とともに,防音保護具の常用が不可欠であることがわかった｡ついで防音保護具による保護効果の算

定方法を示し,各種防音保護具による安全確保の可能性を確かめたO

以上の結果,チエソソーの騒音については,良質の耳覆いを使用すれば,作業者の耳管内での騒音レベ

ルが,1日8時間連続暴露が許される限度内に入ることが判った｡しかし,チエスソーの振動について

は,問題が多く残 り,2サイクルガソリン燐関付チエンソーを使用するとすれば,諸種の防振対策にもか

かわらず,基本振動波以下の木材切削時周波数成分のレベルが高く残るため,現状より一層厳しい作業規

制が必要であり,さもなければ手で直接懸垂しない方式の伐採機などを工夫すべきであると指摘 してい

る｡
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

林業の機械化は近年急速に進展しつつあるが,チエソソー作業者のあいだに,さく岩機作業者に現われ

るものと同様の振動障害,いわゆる ｢白ろう病｣が発症し,国際的にも問題となり,労働の安全衛生上,

使用時間を規制するなど,これが対策は日下緊急の課題となっている｡

本研究はチエンソーによる振動障害の主因である振動とその助長因子と考えられる騒音について,実態

を測定分析し,チエソソー作業における振動障害発症防止のための作業規制の基礎を与えたものである｡

その主な成果を要約するとつぎのとおりである｡

(1) チエンソーの空転時の振動スペクトルは2サイクルガソリンエンジンの爆発回数に対応した基本振

動波と,その数次の高調波ならびに回転数に関係しない共通の高いレベルの成分からなり,三浦の恕限度

によると,作業者の半数以上に振動障害発症のおそれがあることを明らかにした｡

(2)木材切削時の振動は空転時にくらべるとより低くなり,振動周波数構成はそれと同回転数の空転時

のものと同一となる｡そして各周波帯レベルも変化するが,とくに基本振動数より低い周波の成分が頗出

してくること,および木材の切削幅 ･樹種 ･木材の硬さ･含水率 ･ソーチエソの緊張度などにより変化す

ることが明らかになった｡

また振動暴露時間を最低にするためには,木材切削時振動値Gwと単位面積切削あた り振動暴露時間 Sv

を求め,単位面積切削時振動暴露量 Vc-SvxGwが最小になるようなチエンソー回転数で,木材を自重降

下切肖け ることが適切で,その値としてほ防振型チエソソーの場合,空転時8,000-9,000rpm であるこ

とが明らかになった｡

(3) チエソソー-ンドル部振動の規制基準値としては,連続1.5時間暴露が許される場合は6.84G以下,

連続1.5-8時間暴露が許されるには4.42G以下で,基本振動波帯のレベルで云えば,6,000rpm におい

てそれぞれ1.26G,0.5G以下でなければならないことを明らかにした｡

(4) チエンソーの騒音レベルは空転6,000-8,000rpm において,玉切 り姿勢にある作業者の右耳位置

で,95-113dB(A),平均105dB(A)程度で,木材切削時は同回転数の空転時の値より2-6dB(A)上昇す

るoまた良質の耳栓で NR数95,さらに良質の耳覆いを用いるとNR数85となり,1日8時間暴露が許

されることが明らかになった｡

以上のように,チエンソーの振動および騒音について障害防止の面からそれらの特性を明らかにしたこ

とは林業工学,林業労働科学に貢献するところが大きい｡

よって,本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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